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当遺跡は、 福岡県の南部、 筑後市の中心部にある市街地の北端部に位置

します。 現在、 当遺跡から南部に至っては、 市街地が展開していますが、

これより北側に展開する標高19m位の低位段丘上では、 梨や葡萄といった

果樹栽培とお茶栽培が盛んに行われています。

さて、 当遺跡が所在する丘陵上には、 これまでの発掘調査や研究によっ

て縄文時代から近世に至るまでの数多くの遺跡が点在していることが明ら

かにされています。 その中でも、 当遺跡の周辺部で確認されている「羽犬

塚中道遺跡」と「前津中ノ玉遺跡」は、 古代の集落遺跡としてすでに著名

でありますが、 平成14年度に調査した当地東隣にあたる「羽犬塚山ノ前遺

跡」からは、 古代に整備された西海道跡や竪穴住居、 掘立柱建物が確認さ

れるなど、 近年、 特に注目をあびる地域であります。

本報告書は、 宅地分譲に係る道路設置工事に伴い、「羽犬塚山ノ前遺跡

（第2次調査）」として平成16年度に筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化

財発掘調査の記録であります。 調査の結果、 第1次調査とほぼ同時代の遺

構と遺物が認められ、 新たな資料を加えることができました。 本報告書が

地域における文化財保護思想普及の一 助として、 また、 学術研究の資料と

してひろく活用されることになれば幸いと存じます。

おわりに、 本報告書の刊行にあたり、 発掘調査から整理報告に至るまで

多大なご協力を頂きました関係者並びに作業参加者の方々に厚くお礼申し

上げます。

平成17年3月

筑後市教育委員会

教育長 城戸 一 男



例 Ei

1本書は、 宅地分譲に係る道路設置工事に伴い、 平成16年度に 筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財
発掘調査報告書である。

2発掘調査から報告書作成に至る
ま

での諸作業は、 すべて筑後市教育委員会が行い、 発掘調査で出土し
た遺物や作成した図面類・写真類等は、 筑後市教育委員会に て所蔵・保管を行っている。 なお、 発掘
調査並びに整理作業の関係者は「I . 調査経過と組織」 に記した。

3調査に用いた測量座標は、 従来使用していた国土調査法第II座標系（日本測地系）を基準としている。

ま
た、 本書に示される方位はG.N. (座標北）を示し、 本文中に記される遺構の角度はこれを基準とし

たもので、 水準はT.Pを基準としている。
4本書に使用した図面のうち、 遺構実測図は小林勇作が作成し、 遺物実測図及び図版浄書は佐々木寿代

が作成した。
5本書に使用した写真は小林が撮影した。
6本書に使用した遺構番号は、 種別記号として「SI-竪穴住居」「SK-土坑」「SP-柱穴、 ピット」「SX-攪乱、

不明遺構」 で表 示し、 種別記号の前に記した数字は調査次数を表わす。
（例： 2次調杏でS-10の土坑→ 2SK10) 

7. 出土遺物において何れか不明である器種の資料に ついては「X」記号を使用した。
（例：杯か皿である場合→杯x皿）

8本書の執華と編集は小林が行った。
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I調査経過と組織

今回の発掘調査は、 福岡県筑後市大字羽犬塚字山ノ前10 6 -1に分譲住宅を計画された有限会社ヤマシタ
産業（代表取締役 山下一成） から、 筑後市 教育委員会 へ埋蔵文化財の取り扱いについ て 照会があった

ことに始ま る。 平成16年4 月9日に試掘 ・ 確認調査依頼書が提出され、 同年4 月15 日に重機による試掘調査
を実施したところ、 現地表面から90 �150cm掘り下げ たレベル で複数の遺構を確認した。 こ の結果をもと

に有限会社ヤマシタ産業と協議を重ね たところ、 永久構築物とな る道路設置範囲において 筑後市 教育委
員会が発掘調査を実施することとな り 、 費用は 全額有限会社ヤマシタ産業 で負担されることとなった。
発掘調査は、 平成16年9月8 日から 同年9月24日の間実施し、 整理作業 及び報告書作成作業 はその後速やか
に文化財整理室 で行った。 なお、 発掘調査の概要及び調査組織は 以下のとおりである。

【発掘調査日誌】
平成16年9月 8 日重機オペレー ターと現地立会

【調査組織】

9日重機による表土剥ぎ開始
14 日 現場テント設営
15 日 遺構の検出 · 掘削作業開始
16日測最及び実測作業開始
17日 遺構掃除、 写真撮影（空中写真）
22 日 現場撤収
24 日 現場明け渡し

1平成16年度体制
総括 教育長

教育部 長
城戸 一 男
菰原 修
田中僚 一

成 清平和
庶務 社会教育課長

文化スポ ー ツ係長
// 主査 綾部 純
// 係 田中純彦•永見秀徳•上村英士・小林勇作（調査担当）

立石真二（ 嘱託） ・阿比留士朗（ 嘱託）
整理作業参加者（ 順不同、 敬称略）

今山三咲子 ・ 植田勝子 ・ 江崎末廣· 加藤礼子・ 川添幸子・角里子・
古賀三ツ保•田島ヤス子 ・ 松尾喜代美•渡辺茂喜

整理補助員（ 順不同、 敬称略）
平塚あけみ ・ 仲文恵

整理作業員（ 順不同、 敬称略）
佐々木寿代•野間口靖子・野口晴香•横井理絵•石崎玲子

なお、 発掘調査及び報告書作 成に際しては 以 下の方 に々ご指導、 ご教示を賜 った。 記して 感謝の意を
表した い。

木本雅康（ 長崎外語短期 大学）、 齊部 麻矢（ 福岡県教育庁）



II 位置と環境

筑後市は 福岡県の南西部、 筑後平野 の中央部にあたる。 市域をJR鹿児島本線と国道20 9号線が縦断し、
国道442号線が横断する。 また、 市南西部にはー 級河 川の矢 部川、 中央部には山ノ井 川や花宗 川、 北部に
は倉目 川が西流する。 市北部には耳納山 地 から派生する八女丘陵が西に延び、 潅慨用の溜池が点在する。
低位扇状地である東部や、 低地である南西部には農業 水路が発達している。 当市は県内有数の農業 地帯
であり 、 北部の丘陵地域では果 樹園や茶畑、 東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。 市街地は、
国道に沿って市の中心部に形成されている。

当遺跡が所在する羽犬塚地区は、 市中央部の市街地に位置し、 鉄道と国道が貫通する交通の要所とな
っている。 この町を南北に縦断する国道20 9号は、 近世に 整備された薩摩（坊津 ） 街道を踏襲する道路で
あ り 、 現在も 一部でその名残りを垣間見ることができる。 羽犬塚町の成立は不詳であるが、 近世に栄え
た久留米藩の宿駅が設けられていたことで知られている。 現在は、 当時の様相を示す建物などは残され
ていないが、 街道筋に設けられた地割りや石像物 から僅かに窺い知ることができる。 当迫跡周辺に目を
転じてみると 、 当地から南西方へ約200m地点の「羽犬塚中道遺跡」、 南方へ約300m地点の「羽犬塚射場
ノ本遺跡」、 北方へ約400m地点の「前 津中ノ玉遺跡 」などが点在しており 、 各遺跡 からは、 奈良～平安
時 代 の律令期を 主体とする遺構（竪穴住居 ・掘立柱建物・ 道路状遺構• 土坑など） が検出されている。
当地は、 外交や国防の要地と して 大宰府に統括された西海 道（現在の九朴I)の うち筑後～肥後国府間 の
駅路に配置されていた3駅家のひとつである「慈野 駅」 が所在していたと 想定されており 、 それを示唆す
る墨書土器やヘラ書き土器が「羽犬塚中道遺跡（第2次調査） 」で認められている。 このように、 当遺跡
が立地する丘陵上には多くの遺跡が点在していることが明らかで市内有数の遺跡地となっている。
［参考文献】

「筑後市史ー第1巻ー」 筑後市（平成9年）

「前津中の玉遺跡J 筑後市文化財調査報告行 第4集 筑後市教脊委且会 (1987) 

「前津中ノ王遺跡Il」 筑後市文化財調査報告柑 第22集 筑後市教育委且会 (1999) 

「羽犬塚中氾遺跡I J 筑後市文化財調査報告内 第47梨 筑後市教育委且会 (2003) 

「羽犬塚山ノ前遺跡J 筑後市文化財調査報告柑 第48集 筑後市教育委且会 (2003) 

「羽犬塚源ヶ野遺跡J 筑後市文化財調在報告行 第49集 筑後市教育委貝会 (2003) 

Fig.1 周辺遺跡分布図(1 /25,000) 
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羽犬塚山ノ前遺跡
2. 推定西海道（駅路）
3. 前津中ノ玉遺跡
4. 羽犬塚源ヶ野遺跡
5. 羽犬塚中道遺跡
6. 羽犬塚射場ノ本遺跡
7. 羽犬塚寺ノ脇遺跡
8. 熊野山ノ前遺跡
9. 熊野塚根遺跡
10. 熊野屋敷遺跡
11. 久富大門口遺跡
12. 久富斗代遺跡
13. 久富市ノ玉遺跡
14. 久富綿打遺跡
15. 久富鳥居遺跡
16. 若菜鞘ノ本遺跡
17. 若菜大堀遺跡
18. 若菜田中前遺跡
19. 若菜裏道遺跡
20. 若菜森坊遺跡
21. 高江遺跡



第1次調査区
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Fig.2 羽犬塚山ノ前遺跡第1次調査南西部並びに第2次調査遺構略測図(1/150)
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Fig.3 羽犬塚山ノ前遺跡第2次調査遺構全体実測図(1/150)

S番号 迫構番号 備 考 地区

l 2SP01 柱穴 C2 

2 2SP02 II C2 

3 2SP03 ＂ C2 

4 2SP04 ＂ C2 

5 2SP05 ＂ C3 

6 2SP06 II C2 

7 2SP07 ＂ C3 

8 2SP08 II C3 

， 2SP09 ＂ B4 

10 2SP10 ＂ C5 

11 2SP 11 II A6 

12 2SP12 ＂ C5 

13 2SP13 ＂ cs 

14 2SP14 II B5 

15 2SK15 土坑 810 

16 2SP16 柱穴 cs 

17 2SP17 ff B8 

18 2SP18 ＂ cs 

19 2SP19 ＂ C6 

20 2SP20 竪穴住居(1Slll5の西端部） B5 

21 2SP21 柱穴 C7 

22 2SP22 ff C7 

23 2SP23 ＂ CS· 

24 2SP24 ＂ cs 

25 2SP25 ff cs 

Tab.1 遺構番号台帳



皿調査成果

(1 ) はじめに(Fig.4)
当遺跡は、 筑後市大字羽犬塚字山ノ前10 6-1に所

在 し、 平成14年度に 調査した「羽犬塚山ノ前遺跡
（第1次調査 ）」 の西側隣地に位置する。「羽犬塚山

ノ前遺跡（第2次調査 ）」 は、 分譲住宅に係る道路
設置工事に伴う発掘調査で平成1 6年度 に 筑後市 教
育委員会が実施した。 発掘調査面積は125面で、 調
査期間は平成16年9月8 日～同 年9月24 日である。 調
査は考古学的手法による表土除去（有限会社徳光
建設に 委託）、 遺構検出、 掘削、 実測、 写真撮影

（空中写真は（有 ）空中写真企画に 委託） などの 諸
作業 を行った。 第1次調査では古 代 の道路状遺構や

竪穴住居、 掘立柱建物などが検出されて いた が、
調査の結果、 第2次調査でも同時期における竪穴住

居、 掘立柱建物、 土坑が検出された。 以 下、 調査
成果について記述する。

(2) 検出遺構
竪穴住居
2Sl20 (Fig.5、 Pla.2)

調査区中央部 の 東
端で検出した 2SI20は、

第 1次調査の南西部で
確認されたlSil 15の西
端 に該当するも ので
あ る。 今回確 認した
部分は検出 長3.27m、
幅0.28m、 深さ0.20m
を測るも のであっ た
が 、 こ の成果を基に
全体の 住居規模に つ
いて概観すると 、 平
面形態は東西 長3.5m
前後、 南北 長3.3m前
後と ほぼ隅丸方形状
を呈するも のと み ら
れ 、 居 住 空 間 は約
11.55面と 想定される。
方位はN-1 4 ゜ 0 2'
10" -E を示しており、
当該期 の 住居 にみ ら
れる鼈は中央部北壁
から突出するよ う に

Fig.4 調査地点位置図(1 /2,500)

ii 

1 Sil 10 

1Sll 15 

8 
゜ 2m 

�---

三ご三三三二二
標高19.60m

2Sl20 

0. カクラン

1淡黒茶褐色土（赤色・貫色粒子を少●混入）

2朗灰荼褐色土

3.2と同じ

4躇茶色土I床部· かなリのしまリ、 一部が硬化する）

地山 明●茶渇色土

Fig.5 2Sl20及び1 SI 1 1  5実測図(1 /40) 
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付設されている。 今回は出土遺物を認めていないが、 1SI115出土の遺
物から8c後半～末に かけての時期が比定される。
土坑
2SK15 (Fig.6、 Pla.3)

調査区北部で検出した隅丸長方形状の土坑で、 長軸1.12m、 短軸
0.53m、 深さ0.20mを測り、 N-77 ゜ 37' 09 " -Eの方位を示す。 出土遺
物は皆無のため時期不明であるが、 堆積土は他の遺構とほぼ類似して
いることから古代の遺構と考えられる。
ピット群 (Fig.3、 Pla.2)

調査区中央部から南部に かけて掘立柱建物の柱穴と思われる ピット
群を多数検出した。 今回の調査で柱穴として認識している遺構は、
2SP01�14·16�19 ·21�25であり、 建物棟の存在については今回の
調査成果に 加え、 第1次調査の成果を概観し調査を進 めてきたが、 未
掘削箇所が予想以上に 大きかったことで残念 ながら建物を見出す

ま
で

に は至ら な かった。

(3)出土遺物
ピット群 (Fig.7、 Pla.4·5)

/□□ 
I (JD 

標高19.40m

標高19.40m

2SK15 

1.111111灰褐色土

2.111111灰褐色土（貫褐色粒子を多く混入する）

地山． 明貫茶褐色土

゜ 1m 

2SP01 
土師器 Fig.6 

杯x皿 (I) 口縁部細片で胎土に 赤色及び黒色粒子を少量含む。 明乳赤 2SK15実測図(1/40) 

色を呈し、 焼成は良好である。 調整は外面ヨコナデ、 内面は摩耗のため
不明である。
2SP02 
土師器

杯x皿 (2) 口縁部細片で内外面の調整はヨコナデ。 明乳橙色を呈し、 胎土に 黒色粒子、 微砂粒を少量
含む。 焼成良好。
2SP03 
土師器

杯x皿 (3) D縁部細片で内外面の調整はヨコナデ。 暗乳茶色を呈し、 焼成は良好である。 胎土に 赤
色 • 黒色粒子を少量含む。
2SP05 
土師器

杯 (4) 高台が付着する底部細片で高台径は10.4cmを復原する。 高台部内外面の調整はヨコナデ、 底部
内面はヨコナデである。 明乳橙色を呈し焼成は良好である。 胎土に 黒色粒子、 微砂粒を少量含む。
2SP06 
土師器

杯x皿 (5) 口縁部細片で内外面の調整はヨコナデである。 濃茶橙色を呈し、 焼成は良好、 胎土に 赤
色 • 黒色粒子、 金雲母を少量含む。
2SP08 
土師器
蓋 (6�8) 6はつ

ま
み部の細片でつ

ま
み部径は2.3cmを測る。 淡茶白色を呈し、 胎土に 黒色粒子を含む。

7は口縁部細片で端部は屈曲する。 内外面はヨコナデ、 暗橙茶色を呈し焼成は良好である。 胎土に 黒色粒
子を少量含む。 8はD縁部の細片で端部はほぽ平坦に 仕上げる。 外面上位は回転ヘラケズリ、 その他はヨ
コナデ調整で胎土は黒色粒子、 金雲母を少量含む。 明茶橙色を呈し、 焼成は良好。
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Fig.7 羽犬塚山ノ前遺跡（第2次調査）出土遺物実測図(1 /3) 

2SP09 
土師器

皿( 9) 口径15.8cm、 底径10.8cm、 器裔2.25cmを復原する。 調整は底部外面及び体部下位は回転ヘラケ
ズリ、 底部内面はエ具ナデ後ヨコナデ、 口縁部内外面はヨコナデを施す。 明茶橙色を呈し、 胎土に微砂
粒、 黒色・茶色粒子、 金雲母を少量含む。
2SP1 0 
土師器

皿(I 0) 口縁部細片で口径は14.8cmを復原する。 やや丸味を帯び外面には丹塗りを施す。 調整は体部
下位は手持ちヘラケズリ、 その他はヨコナデを施す。 内面は暗茶褐色、 外面は暗茶赤色を呈し、 胎土に
微砂粒、 黒色・茶色粒子、 金雲母を少最含む。
2SP1 1 
土師器
杯X皿(11) 口縁部細片で口縁部は僅かに外反する。 淡白茶色を呈し、 胎土に黒色粒子を少量含む。
焼成は良好である。
2SP1 2 
土師器
杯(12) 口縁部細片で口縁端部はつまみ 出されるようにヨコナデされる。 暗橙茶色を呈し、 胎土に黒
色• 赤色粒子、 金雲母を少量含む。 焼成は良好。
2SP1 4 
土師器

皿(13) 口縁部細片で外面に丹塗りが施される。 調整は内外面ヨコナデ、 体部下位は回転ヘラケズリ
を施し、 胎土は精選され、 黒色粒子を少量含む。 外面は濃茶赤色、 内面は明赤橙色を呈し、 焼成は良好
である。
杯(14·15) 14は底部細片で底径10.0cmを復原する。 底部外面及び体部下位は回転ヘラケズリ、 その
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他はヨコナデを施し、 胎土に黒色粒子、 金雲母を僅かに含む。 明橙褐色。 15は口縁部から体部にかけて

の細片で口縁部は僅かに外反する。 明乳茶色を呈し、 体部下位は回転ヘラケズリ、 その他はヨコナデの

調整である。 胎土は黒色• 赤色粒子、 金雲母を僅かに含む。

2SP18 

土師器

杯(16) 口径14.0cmを復原する。 口縁部内外面はヨコナデで体部下位は調整不明。 暗乳茶色を呈し、

胎土に黒色粒子、 金雲母を僅かに含む。 焼成は良好である。

表土(Fig.7、 Pla.5)

土師器

江(17) 口縁部細片で内外面はヨコナデを施す。 明乳赤色を呈し、 胎土に微砂粒、 黒色• 赤色粒子、

金雲母を少量含む。

【長さの単位はcm、 Oは復原値を示す】

Fig.No. —迫物No. 辿構番号 R番号 名 称 器 形 口 径 底径（高台径） 器 高 備 考

7 - 01 lSPOl 1 土師器 坪x皿

7 - 02 1SP02 I ＂ ＂ 
7 - 03 ISP03 l ＂ II 

7 - 04 1SP05 1 II 坪
： oi (10.4) 

7 - 05 1SP06 1 ＂ 坪x皿

7 - 06 1SP08 3 ＂ 蓋

7 - 07 II 2 II II 

7 - 08 ＂ 1 II ＂ 
7 - 09 1SP09 1 ＂ 皿 01 15.8 0: 10.8 2 3 
7 - 10 1SP10 1 ＂ ＂ oi 14.8 
7 - 11 lSPl 1 I ＂ 坪x皿

7 - 12 I SP12 1 II 坪

7 - 13 1SP14 3 ＂ 皿

7 - 14 ＂ l ＂ 坪 oi 10.0 
7 - 15 2 

： ＂ ＂ ＂ 
7 - 16 1SP18 1 ＂ ＂ ゜ 14.0 
7 - 17 表土 l ＂ 坪x皿

Tab.2 出土遺物観察表
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W ま と め

今次調 査 の 成 果 を 踏 ま え 、 当 遺跡 周 辺 に 展 開 す る 律令期 の 遺跡 に つ い て 概観す る 。

周 辺遺 跡 の 概要

当 遺 跡 は 、 八 女 丘 陵 の

西 端 部 か ら 派 生 す る 標 高

1 2 � 2o m 位 の 低位段 丘 上

に 立 地 し 、 丘 陵 上 に は 古

代 律令 期 を 主 体 と す る 集

落 遺 跡 が 点 在 す る 。 こ れ

ま で に 把握 さ れ て い る 地

区 は 、 当 遺 跡 が所 在 す る

市 中 央 部 東 側 の 羽 犬塚 地

区 、 こ れ よ り 北 部 に 位 置

す る 前 津 地 区 、 市 中 央 部

西 側 に 位 置 す る 若 菜 地

区 、 更 に 北 西 部 の 高 江 地

区 の 計 4 箇 所 で あ る 。 何

れ も 当 該 期 に み ら れ る 拠

点 集 落 と 捉 え ら れ る が 、

丘 陵 以 外 で の 集 落 遺 跡 は

当 市 で は 他 に 確 認 さ れ て

い な い 。 一 帯 は 当 該 期 の

主 要 な 生 活 空 間 の 場 と し

て 土 地 利 用 を 規 制 し 、 活

用 さ れ て い た こ と を 窺 わ

せ る (Fig8 · Tab.3 ) 。

Fig . 8  律令期 の 周 辺遺跡分布 図 ( 1 /2 5 , 000)

地 区 名 遺 跡 名 律 令 期 の上要追構 上 た る 時 期 特 記 'I• 項 備 考

羽犬塚 羽 犬塚射場 ノ 本遺跡 ( I 次） 竪穴住居7軒 8c代 註 I

羽犬塚射場 ノ 本遺跡 ( 2 次 ） 竪穴住屈8軒 ． 氾路状迫構 · t坑 7c後半-Be代 規;!}」こ甜 「足立」 ヘラ 打 き 上器 「 ，月」 註2

羽犬塚射場 ノ 本迎跡 (3次） 竪穴住居5軒 . I :  坑 Be前半 註3

羽 犬塚 山 ノ IF/JI'!跡 ( I 次） 竪穴住屈4軒以上 ・ 掘 ヽT.柱建物4棟 ・ 氾路状遺構 7c後 半 - 9c前半 墨 l� 上 器 「及大」 「木」 ヘ ラ -,1, き 1::器 頃」 註4

羽犬塚源 ヶ 野il1跡 ( I 次） 掘立柱建物 ? . I: 坑 群 Be前半 -9c前半 註5

羽 犬 塚 叶I迅遺跡 ( I 次） 竪穴住届9軒 掘 立 柱建物 l 棟 Be前半 ～ 中 頃 慰占上附 「東」 ？ 「瀦」 ？ 註6

羽 犬 塚 中 迅遺跡 ( 2 次 ） 竪穴住居 1 6軒 掘立柱建物7棟 8c前 半 - 9c前半 歴iり上器 「束」 「口郡符区野J 註 7

羽 犬 塚 中 追迫跡 (3次） 竪穴住居4軒 Sc前 半 ～ 中 頃 製塩 t 岱 註8

羽 犬 塚 中 逍遺跡 (4次） 竪穴住居 ？ ・ 廃 棄 上 坑 l 基 Be代 註9

羽 犬 塚 中 氾遺跡 (5次） ピ ッ ト 群 （柱穴） 8c代 註 1 0

前 w 前ill 中 の玉遺跡 ( I 次） 竪穴住居 1 2 軒 Sc前半 ～ 巾 頃 ヘ ラ ,If き I:器 「祝J 註 1 1

前 ill 中 ノ 玉遺跡 1 2 次 ） 竪穴住居 1 9軒 以 L Sc前半 註 1 2

若 菜 若 菜 森坊遺跡 ( I 次） 竪穴住居500軒 以 上 奈 良 ～ 平 安 整 埋 中 註 1 3

科 江 莉江遺跡 ( I 次） 竪穴住居2軒 7c前半 註 1 4

Tab . 3  律令期 の 周 辺遺跡一 覧表

，

 



と ころで、 当遺跡が所在する羽犬塚地 区は、 古 代 官道である「西海道」 に 置かれて いた「慈 野駅 」の
想定地と して歴 史地理学の観点から最も有 力 視されて いる地 区である。 こ れを 実 証するかのように 、 平
成14年度に 実施された「羽犬塚山ノ前遺跡 (l次） 」では現在の小字境界ラ イ ンに 沿うように 道路状遺構
が検出され、 一気に こ の地に お ける駅家想定論が高まった（註4)。 こ の 要因と してあ げ られるのは当遺
跡の 事 例に 限らず、 南西方約200mに 位置する羽犬塚中学校敷地内で7c末 �9c 代 の集落遺跡が確認されて
いる ことに ある（註 6 �10)。「羽犬塚中道遺跡 」は、 竪穴住居2 9軒 以 上 · 掘立柱建物8棟 以 上が確認され
て いる 大規模な 拠点集落と 捉えられ、 特殊遺物である墨書土器（「東 」 ・「口郡符葛野 」）、 ヘラ書き土器、
製塩土器が 出 土 した遺跡と して著名である。 ま た 、 中学校南部の周辺に あた る 「羽犬塚射場ノ本遺跡 」
でも7c後半 �s c 代 の 竪穴 住居 20軒と道路状遺構等が検出 されており、 「 足 立 」 ・「井 」の墨書土器、

「吉」 ・「井 」の文字が施された ヘラ書き土器の特殊遺物が認められて いる（註 1 �3)。
さて、 今次調査の内容に つ いて振り返る前に第1次調査の内容を 整理しておきた い。

第 1次調査区 からは、 先 述した道路状遺構（推定西海道 ） ととも に 竪穴住居4軒 ． 掘立柱建物4棟•小竪
穴2基が確認されており、 特殊遺物と しては耳環、 墨書土器（「妻 大 」 ・「 木 」 ・「 川 」）、 ヘラ書き土器

（「米 」） が認められて いる。 また、 こ れらの他に 久留米市 以 南でみられる 削り出 し高 台椀や内面に 暗文が
施された椀（杯？ ）、 緑釉 陶器（椀or皿） が 出 土 しており、 遺跡の特異性が窺 われる。 年代 感に つ いては、
当地方の土器編年が未 だ確立されて いな いので 詳細は不明であるが、 竪穴住居を 8c後半 �9c前半、 掘立
柱建物を 8c後半 �9c前半 ( 9c前半 以 降の可能性も ？ ）、 道路状遺構を 8c 代 �9c前半と 推定して いる。

最後に 今次調査の成果に つ いて概要する。
竪穴住居 (2Sl20)

当 調査区中央部東端で検出 した 2SI20は、 第l次調査区で確認されて いるlSil 15の 西端部である こと が
判明した。 その規模は東西長3.5m前後、 南北長3.3m前後の隅丸方形状を復元し、 中央部北壁 に 大 きく突
出するタイ プの鼈が付設されて いる。 居住空間は約1l.55m\ 方位はN-14゜ 02' 10" -Eであり、 同 位を示
す住居は他に ISi! 1 0がある。 第1次調査成果では検出された 住居の切り合 いから3期 以 上の時期が想定さ
れており、 当住居の2SI20 (lSil 1 5)は、 床面直上で認められた 土 師器（杯） から8c後半～末 の時期が比
定されて いる。
掘立柱建物（ ピ ッ ト 群）

当 調査区で確認された ピ ッ トの うち柱穴である可能性が 高 いものは2SP01 �14 · 1 6 �1 9· 2 1 �25の計
22基である。 調査当時から第 1次調査区南西部で幾つかの柱穴が検出されており、 柵列或 いは掘立柱建物
の 存在に つ いて検証を試みた。 しかし、 ある程度の セ ッ ト 関係を 推 測する ことができたものの断定の域

に は至らな かった。 建物配置に つ いては今後 に 課題を残す結果となってしまったが、 各 の々柱穴からは
8c 代 の遺物が認められており、 律令期 に 存在した 建物である こと はほぼ間 違 いな いであろう。 な お 、 建
造時期 につ いては若干の前後関係がある ことを 補足しておく。

【 註】

I .  「羽犬塚射場ノ本遺跡（第1次調査） 」

2. 「羽犬塚射場ノ本遺跡（第2次調査） 」

3. 「羽犬塚射場ノ本遺跡（第3次調査） 」

4. 「羽犬塚山ノ前遺跡（第1次調査） 」

5. 「羽犬塚源ヶ野遺跡（第1次調査） 」

6. 「羽犬塚中道遺跡（第1次調査） 」

7. 「羽犬塚中追遺跨（第2次調査） 」

8. 「羽犬塚中追遺跡（第3次調査） 」

9. 「羽犬塚中道遺跡（第4次調査） 」

10. 「羽犬塚中道遺跡（第5次調査） 」

I I . 「前津中の玉遺跡（第1次調査） 」

12. 「前津中ノ玉遺跡（第2次調査） 」

13. 「若菜森坊遺跡（第1次調査） 」

14. 「高江遺跡（第1次調査） 」

「羽犬塚射場ノ本遺跡J
「羽犬塚射場 ノ 本遺跡J
「筑後市内遺跡群VI J 
「羽犬塚山ノ前遺跡J
「羽犬塚源ヶ野遺跡J

「羽犬塚中道遺跡I J 
「羽犬塚中道遺跡I J 
「羽犬塚中道遺跡I 」

「羽犬塚中道遺跡 I J 
「羽犬塚中道遺跡I J 
「前津中の玉遺跡」

「前津中ノ玉遺跡 [] 」

整理中

「嵩江遺跡」

筑後市文化財調査報告占 第17集 筑後市教育委貝会 (1995 )

筑後市文化財調査報告冑第17集 筑後市教育委貝会 (1995 )

筑後市文化財調在報告書第65集 筑後市教育委貝会 (2005)

筑後市文化財調査報告瞥第48集 筑後市教育委貝会 (2003)

筑後市文化財調査報告曹第49集 筑後市教育委貝会 (2003)

筑後市文化財潤査報告行第47集 筑後市教育委且会 (2003)

筑後市文化財調査報告許第47集 筑後市教育委且会 (2003)

筑後市文化財調査報告,If第47集 筑後市教育委員会 (2003)

筑後市文化財調査報告瞥第47集 筑後市教育委員会 (2003)

筑後市文化財調杏報告許第47集 筑後市教育委貝会 (2003)

筑後市文化財調査報告宵第 4集 筑後市教育委貝会 (1987)

筑後市文化財調査報告害第22集 筑後市教育委貝会 (1999)

筑後市文化財調査報告柑第 7梨 筑後市教脊委貝会 (1991)
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P L A T E 

凡 例

遺物 の 写真 右 下 の 番号 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

Fig. 番号
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羽 犬 塚 山 ノ 前 遺跡 （ 第 2 次調 査 ）
調 査 区 遠 景 （ 南 か ら ： 空 中 写真 ）

羽 犬 塚 山 ノ 前 遺跡 （ 第 2 次調 査 ）

調 査 区 全景 （ 真 上 か ら ： 空 中 写真 ）
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2 SK 1 5 土 層 観 察 （ 南 か ら ）

2 SK 1 5 完掘状況 （ 南 か ら ）
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7- 1 6 7- 1 7 
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